
徳
島
県
読
書
活
動
の
推
進
に
関
す
る
条
例

読
書
活
動
は
、
全
て
の
世
代
に
お
い
て
、
人
格
を
形
づ
く
り
、
知
識
や
感
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、
文

化
的
で
豊
か
な
社
会
の
構
築
に
主
体
的
に
寄
与
す
る
一
つ
の
方
策
と
な
る
。

近
年
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
情
報
メ
デ
ィ
ア
の
急
速
な
進
展
は
、
県
民
一

人
一
人
の
生
活
ス
タ
イ
ル
を
多
様
化
さ
せ
る
一
因
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
間
の
過
ご
し
方
が
多

岐
に
わ
た
る
こ
と
で
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
読
書
習
慣
を
持
た
な
い
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
読
書
活
動
の
意
義
や
重
要
性
に
つ
い
て
県
民
の
理
解
及
び
関
心
を
高
め
、
家
庭

、
学
校
及
び
地
域
の
連
携
の
も
と
県
民
総
ぐ
る
み
で
自
主
的
に
読
書
活
動
に
取
り
組
む
環
境
を
整
備
す
る

必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
県
民
の
読
書
活
動
を
支
え
る
拠
点
で
あ
る
徳
島
県
立
図
書
館
は
、
平
成
二
十
九
年
度
に
創
立
百

周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
催
し
や
他
の
図
書
館
と
の
連
携
を
更
に

推
進
し
、
県
民
の
読
書
活
動
の
機
会
を
一
層
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
、
全
て
の
県
民
が
読
書
活
動
に
取
り
組
む
環
境
づ
く
り
を
積
極
的
に
推

進
し
、
文
化
的
で
豊
か
な
県
民
生
活
の
実
現
を
目
指
し
、
こ
の
条
例
を
制
定
す
る
。

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
条
例
は
、
県
民
の
読
書
活
動
の
推
進
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
及
び
県
の
責
務
を
明

ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
読
書
活
動
の
推
進
に
関
す
る
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
県
民
の

読
書
活
動
を
推
進
し
、
も
っ
て
県
民
一
人
一
人
の
心
豊
か
な
生
活
と
活
力
あ
る
社
会
の
実
現
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
条
例
に
お
い
て
「
学
校
等
」
と
は
、
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）

第
一
条
に
規
定
す
る
学
校
、
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
三
十
九
条
第
一

項
に
規
定
す
る
保
育
所
及
び
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
認
定
こ
ど
も
園
を
い
う

。（
基
本
理
念
）

第
三
条

読
書
活
動
は
、
県
民
が
人
生
を
豊
か
に
生
き
る
上
で
大
切
な
も
の
で
あ
り
、
文
化
的
で
豊
か
な

社
会
の
構
築
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
全
て
の
県
民
が
読
書
活
動
を
容
易
に
行
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
積
極
的
に
環
境
の
整
備
が
推
進
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
県
の
責
務
）

第
四
条

県
は
、
前
条
に
規
定
す
る
基
本
理
念
（
以
下
「
基
本
理
念
」
と
い
う
。
）
に
の
っ
と
り
、
県
民

と
の
協
働
に
よ
り
読
書
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の
情
報
発
信
及
び
普
及
啓
発
を
行
う
と
と
も
に
、
県
民

に
読
書
活
動
の
機
会
を
提
供
し
、
県
民
の
関
心
を
高
め
る
施
策
を
推
進
す
る
も
の
と
す
る
。

２

県
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
学
校
等
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
等
の
特
性
及
び
個
人
の
発
達
段
階

に
応
じ
、
読
書
に
親
し
ま
せ
る
こ
と
に
よ
り
読
書
の
楽
し
さ
を
伝
え
、
読
書
習
慣
を
形
成
す
る
た
め
の

取
組
を
行
う
こ
と
を
支
援
す
る
も
の
と
す
る
。

３

県
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
徳
島
県
立
図
書
館
と
県
内
の
公
立

図
書
館
等
と
の
間
に
お
け
る
図
書
の
検
索
及
び
図
書
の
相
互
貸
借
の
た
め
の
情
報
の
共
有
を
促
進
す
る

と
と
も
に
、
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
百
五
十
四
号
）
第
九

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
徳
島
県
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
計
画
に
関
す
る
施
策
が
円
滑
に
実
施
さ



れ
る
よ
う
、
市
町
村
、
学
校
等
、
公
立
図
書
館
そ
の
他
の
関
係
機
関
及
び
民
間
団
体
と
の
連
携
に
努
め

る
も
の
と
す
る
。

（
県
民
の
取
組
）

第
五
条

県
民
は
、
日
常
生
活
の
中
で
読
書
に
親
し
み
、
読
書
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加
及
び
協
力
を
行

い
、
互
い
の
交
流
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２

県
民
は
、
家
庭
に
お
い
て
、
読
書
の
楽
し
さ
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
家
族
の
意
思
疎
通
を
深
め

、
読
書
活
動
が
よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ
、
読
書
へ
の
興
味
及
び
関
心
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を

整
え
る
こ
と
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

３

県
民
は
、
地
域
に
お
い
て
、
学
校
等
、
図
書
館
そ
の
他
の
読
書
活
動
に
関
係
す
る
施
設
又
は
読
書
活

動
を
推
進
す
る
団
体
等
と
連
携
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
を
対
象
と
し
た
日
常
的
な
読
書
活
動
の
推
進
に

資
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
徳
島
県
読
書
活
動
推
進
期
間
）

第
六
条

県
民
が
積
極
的
に
読
書
活
動
に
取
り
組
み
、
読
書
習
慣
の
定
着
を
図
る
た
め
、
四
月
二
十
三
日

か
ら
五
月
十
二
日
ま
で
及
び
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
九
日
ま
で
を
徳
島
県
読
書
活
動
推
進
期
間
と

す
る
。

２

県
は
、
徳
島
県
読
書
活
動
推
進
期
間
の
趣
旨
に
ふ
さ
わ
し
い
行
事
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
も
の

と
す
る
。

（
財
政
上
の
措
置
等
）

第
七
条

県
は
、
県
民
の
読
書
活
動
の
推
進
に
関
す
る
施
策
を
実
施
す
る
た
め
、
必
要
な
財
政
上
の
措
置

そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

提
案
理
由

県
民
の
読
書
活
動
の
推
進
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
及
び
県
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に

、
読
書
活
動
の
推
進
に
関
す
る
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
県
民
の
読
書
活
動
を
推
進
し
、
も

っ
て
県
民
一
人
一
人
の
心
豊
か
な
生
活
と
活
力
あ
る
社
会
の
実
現
に
資
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ

の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。


